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※該 当す る区分に 「!」 を付す こ と。

千葉 県
選挙管理類 会

305,-9

千選蘇

の1) ※収支報告書は、提出されたものがそのままインターネット上において公表されます.

収 支 報
号
(鍵)

政 治 団 体 の 名 称

まヒ 量
口 目 (平成 上タ 年分)

(て ・町uい 、 の ゼ.エ しμ こ こ うえκ,・ い )

政 治 団 体 の 区 分

□ 政党の支部

虹礫瀦 治隅
その他の政治口
団体の支部

工

口 政 党

口 政治資金団体

口 秦苧雛雛酸署魏齢

二rKC野 田 イ塗形 彼 ヂ髪/斜

2主 たる事務所の所在地

3代 表 者 の 氏 名

丁ヒ。チ蓼政移'
千葉昂鞍 唇新 吊2丁尉 庸購.窃 疾参 串務南

武 藤和義

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等

虹 同一の都道府県の 区域内 ・

4会 計 責 任 者 の 氏 名 柳町 和 巳 ・

問合せ先

(担当者)柳町和巳

(電話)o妙 一432-♂8(野6

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超える支出を記載 し,コ ピー機によ り複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書を保管すること。

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分

(政治資金規正法第19条 の7第1項)

□ 第1号 に係 る国会議員関係政治団体

阿 第2号 に係 る国会議員関係政治団体
・公職の候補者の氏名 野田佳彦

・蟻 の繍:羅 藤 一
(該当する方に0→)(遍 曝〉'候 補者)

・国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

面1年 を通じて適用,

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あり」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無

虹

□

無

有

(以下 指定 「有 」の場合 のみ記載)

・公職の種類

(該当する方に0→)(現 職 ・ 候補者)

・資金管理団体の届。

出をした者の氏名

・資金管理団体の指定の期間

口1年 を通じて適用

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あ り」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 から平成 年 月 日 まで

注意

(1)こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(2)記 した 点 ≡正 日ムは △曇 の が"・ で

(3)提 出にあたっては、記載されたページのみ提出してください。

(下 は選挙笛理 一会が記 。政治団体は何も記 しないこと)

団体 コー ド

な7/6"汐

年分

》

届出年月日

な ウo ・ ノ

翌年への繰越金

畢 客/δノ♪ヌノ、8
ノ∠
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(その2)

1.収 支 の 総括 表

収
辻意:が オ い ・ 冒に あ って

支 の 状 況
表 と そ の17ぴ そ の20宙 誓 琶は 日 しオ1 ばオ らない

全団体必要

(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

②(本 年 の 収 入 額=囚+回+回+回+[ヨ+回+回)… 一 一 一

(2)支 出 総 額 (表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

(3)翌 年 へ の 繰 越 額 ((1)一(2))

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

1ご6ク

46

クo

/認

/0

　

8ク3

369

{クク

ρ
μ

2.収 入項 目別金額 の内訳 ※収 支 が な い場 合 で あ って も 、010～050の 欄 にはす べ て記 入 す る こと。

α)個 人の負担する党費又は会費

金 額 囚'''''''"・ 一 ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・ …

員 数 ・ … 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・ ・ ・ ・ …

0

0

6

7

0

0
人

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分

(ア)個 人 か ら の 寄 附

〔 う ち 特 定 寄 附}

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附

附
芳■く
寄
マ
の
朋
ら
7
」
わ

カ

■
く

体

皿署
団
一

治
一
政
丁
勉

〔寄附の うち寄附の あっせ んによるもの〕

イ 政 党 匿 名 寄 附

合 計 回 (ア+イ)

行 番

0

0

1
1
1
■
■

■

.
-
■
暉

1

1

1

8

9

0

i
置

甲
り
ム

3

4

5

0

0

0

A
U

■
ハ
U

0

0

0

金 額
万; 円

/ρOIクoD-

/ク 〃 「ク ク0

/∂ ∂ クo∂

備 考

内訳 を表(そ の7-1)へ 記 載す るこ と。

内訳 を表(そ の7-2)へ 記 載 す る こと。

内訳を表(そ の7-3)へ 記載すること。

080～110の 小計 を記載 す る こと。

内訳を表(そ の8)へ 記載するこ と。

内訳 を表(そ の9)へ 記載 するこ と。

※ 「特定寄附」 とは、候補者等が、政党か ら受 けた政治活動用資金 を 自己の資金管理団体に寄附 した ものをい う。

※ 「政党匿名 寄附」 とは、政党が街 頭や講演 会等で受けた一件千 円以下 の寄附をい う。 全団体必要



〆一 ㌦
一
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(その6)

(6)そ の他 の収入

8

8

9

0

1

0

0

0

0

摘 要

こ の 頁 の 小 計

1件10万 円 未 満 の も の

合 計 回

金 額
十億 百万 干 円

4

収 入
年 月 日 備 考

→ ※10万 円未満のその他の収入 については、
合算してこの欄 に記載 すること。

注意.預 金利 子や貸付返戻金 な どにつ いて記載す る もので、 「摘 要」欄 にはそ の区分 を記載す る こと。
ただ し、1件10万 円未満 の収入 について は、 「1件10万 円未満 の もの」欄 に合 算 して記載す るこ と。
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(そ の7-3)政 治団体

(7)寄 附 の 内 訳(政 治 団体)

団 体 の 名 称

Tkcチ 政軽石サ易会

金 額
十億 百万 干

0〃

円

000

年月 日

}パ 虹3/

寄 附 者 の 区 分 政治団体

8

8

9

0

1

0

0

0

0

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 寄 附

合 計

/〃o

/00

ooo

ooう

主 た る 事 務 所 の 所 在 地

櫛 欝 蕪 諺購3・
代表者の氏名

秋葉芳秀

備 考

※ 下記注意(2)参 照。

※ 数ページに及ぶ場合には、最後のページにのみ 「合計」を記入すること。

注意(1)本 部 また は支部 か ら受 けた交付金 は、表(そ の5)へ 記載 し、本表 には計上 しない こと。

(2)年 間5万 円以 下の寄附 を受 けた場合 には、合算 して、 「その他の寄附」欄 に記載 して もさ しっか えな い。
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(その13-1)

3.支 出項 目別金 額の 内訳

(1)支 出の総括表

項 目

1経 常 経 費

(1)人 件 費

(2)光
～

㌔ 水 費

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費

④ 事 務 所 費
　 ロ 　 　 　 　 　 コ 　 　 　　 コ ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　

小 計((1)～(4))

0

0

0

1

2

3

0

0

0

〇

一
〇
囲
〇

一
8

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費

(2)選 挙 関 係 費

(3)機 関紙 誌 の 発 行 そ の他 の事 業 費 ※

(
内

訳
)

ア 機関紙誌の発行事業費

イ 宣伝事業費

ウ 政治資金パーティー開催事業費

エ その他の事業費

(4)調 査 研 究 費

⑤ 寄 附 交 付 金

⑥ そ の 他 の 経 費

小 計((1)～(6))

合 計

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1
1

■
◎
0

9

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

A
U

一
-
⊥

0

金 額

十偲 百万 千 円

十健 百万 攣
4之0∂0

/00000

ノ4之oo∂

/5dLぎ 一L

備 考

※(080)行 か ら(110)行 の合 計 を 、

(070)行 に記 載 す る こ と

うち本部 ・支部間の交付金合計 円

←(800)行 と(801)行 の合 計 を記 載 す る こ と

注意 支出が存在する揚合は、下表に従い必要書類を添付すること(詳細は表(そ の14)、(そ の15-1)及 び(その15-2}の 注意書きを参照。

団体区分

国会議員関係政治団体

上記以外の政治団体

{政党・資金管理団体・後援会等}

個別に記載する金額

1件1万 円を超える支出

1件5万 円以上の支出 }
「コヒー樗訓こより

複写した領収書

の写し」が必要

経常経費内訳書(その1切

必要

硬
※資金管理団体は必要

政治活動費内訳書{その王5-D

必要

政治活動費内訳書(その15-2)

政治資金パーティーを

開催 した場合に必要

本部又は支部に対 して供与 し
た交付金に係る支出がある場

合は、(そ の16)を 添付する
こと。
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(そ の14-3)
資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳

支 出 の 目 的
楽具体的に記入すること.

女滞}!金 慧 査 料 ・

金 額
十億 百万

ノ

千 円

議.クo

年 月 日

ユ
.6,/

項目別区分 事務所費

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 十ニーロ

'6

ノ6

よ ∂0一

yゆ 〆.

β4

支 出を受 けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

齢 尺 更 男

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

し

寮窃γ,勇畢 福 う台3一 タザ3

備 考

※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の

政治団体:5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」

欄に記載すること(領 収書の写 しも不要)。

なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。
注意(D経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である6

② 項 目別区分は、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗品費」、 「事務所費」 とし、それぞれ別葉 として作成すること。

{3)① 国会議員関係政治団体:1件 当た りの金額がユ硬 支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当た りの金額が5万 円以上の支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

(4)領1反書を徴 し難かったものにづいては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書」を提出すること、

⑤ 金融機開等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書」に振込明細書の写 しを添付 して提出すること。



(そ の15-1) ↓該当する項目に必ずOを すること ↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の内訳

出 の 目 的
蛋具体的に記入すること。

イ麦干彦/会舩 雛 費1'

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 十量口

項目別区分

(該当する項目にO)

① 組織活動費
2,選 挙関係費
3.機 関紙誌の発行事業費
4.宣 伝事業費

5.そ の他の事業費

6.調 査研究費
7.寄 附 ・交付金

8.そ の他の経費

金 額
十億 百万 千

十

円

ク00

年 月 目

↓,〃.6

支 出 を受 け た者 の 氏名
(団体にあっては、その名称)

搬 檎 グ料 ご小デ・シ`苓り

項 目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項 目

別区分(小分類)例 を参考に記入

(煮 含 養 )

≧ クoδ

μ劇 ク∂o

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

県搬 檎 申華町?幽 〃 一/

備 考

→ ※1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等);5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写 しも不要)、 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意(D

②

(3)

(4)

⑤

政治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費にっいては、表(そ の15-2)へ 記載すること。

①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額がユ五巴超の幽 について記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体{政 党 ・資金管理団体 ・後援会等}:1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

領収書を徴し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書」を提出すること。

金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書」に振込明細書の写しを添付して提出すること。

項目別区分は、総括表の項 目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。



(そ の15-1)

/A

↓該当する項目に必ずOを すること

へ
、

↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の 内訳

、

'
予 ア＼

出 の 目 白・
楽具体rl{」に記入す る二と、

り

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出

合 十一言口

項目別区分

(該当する項目にO)
1.組 織活動費
2選 挙関係費
.機 関紙誌の発行事業費
4.宣 伝事業費

5.そ の他 の事業費

6.調 査 研究費

7.寄 附 ・交付金

8.そ の他 の経 費

金 額
億十 百別 千

レク〃

十

円`

oど)o

季

{

f

f

{

韮

}

年 月 日

祝'o・'δ

支出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

7うグ 畜轍 膠佃 修彦

項 目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項目

別区分(小分類)例 を参考に記入

/クo 06>o

1/θo{θ θo

(陣 Ψ 免舞 )
支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

船 檎 申 ・円aみ 齪 ツ諾

備 考

→ ※1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理
団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写 しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

注意 ω
②

(3)

(4)

⑤

政治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費については、表(その15-2)へ 記載すること。

①国会議員開係政治団体:1件 当たりの金額が二L随 支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載 し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

領収書を徴し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書」を提出すること.

金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書」に振込明細書の写 しを添付 して提出すること。

項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。



(その17)

1資 産等 の総括表

資 産 等 の 状 況 籔
資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分

ア 土 地

イ 建 物

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産

預金(普 通 預金及 び 当座 預金 を除 く。)若 しくは貯金(普オ
通貯金 を除 く。)又 は郵便 貯金(通 常郵便 貯金 を除 く.)

力 金 銭 量
ロ
イ 託

キ 有 価 証 券

ク 出 資 に よ る 権 利

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金

サ 取 得 の価 額 が100万 円 を超 え る施設 の利 用 に関す る権利

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る 借 入 金

14 16

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

有 ※注(3)参照
88

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

無

図

備 考

注意(1)す べ ての団体 が提 出す るものである こと。

(2)団 体 と しての資産等 について記載す るもので あ り、全 ての項 目について有 ・無 のいず れかに 「/」 を付す こと。

③ 「有」欄 に!を 付 けた資産等 については、その 内訳 を表(そ の18)に 記載す る こと。
全団体必要
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宣 誓 書

全団体必要

添 付 書 類(別 添のとお り)

図領収書等の写 し

団 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

※添付 した書類 の 「自」 に 「/」 を付す こ と。

この報告書 は、政治資金規正 法に従 って作成 した ものであって、真実 に相違 あ りません。

平 成30年 ダ 月 そ9目

政 治 団 体 の 名 称Tkc望 予醒 猛 彪 猿 援1公

会計責任者 の氏名 卵 町 如 建∫

(以下は解散届提出時のみ記入)
(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の場合は、解散届も必要となります。

全団体必要



政治資金監査報告書

平成30年4月20日

TKC野 田佳彦後援会

代表 武藤 和義 殿

登録政治資金監査人

登 録 番 号

研修修了年月日

麟黙
平成20年12月17日

ぐ

Q

1監 査 の概 要

(1)私 は、政治資金規 正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の

規 定 に基づ き、TKC野 田佳 彦後援会 の平成29年 に係 る法第12条 第

1項 に規定す る収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告

書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等

を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書(支 出の 目的 が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同じ。)

につ いて 、支 出に関す る政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定める ところに より政

治資金適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以

下 「政治資金監査マニ ュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任 は、外 部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会

計責任者の作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会

計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振

込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニ

ュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金 監査 は、TKC野 田佳彦後援会 の主た る事務所 において行

った。

2監 査 の結果

私 が実施 した政 治資金 監査の結果は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 について、会計帳簿、明

細書、領収書等、振込明細書及び振込明細書に係 る支出目的書が保存さ

れていた。

なお、領収書等を徴 し難かった支出の明細書を必要 とする支出はなく、

領収書等 を徴 し難かった支出の明細書は存在 しなかった。



(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 につ いて、会計帳簿には、

当該国会議員関係政治団体に係 るその年における支出の状況が記載 され、

かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えて

いた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 につい て、法第12条 第

1項 に規定す る収支報告書 は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細

書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示 されて

いた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 につい て、振込明細書に

係 る支出目的書は会計帳簿に基づいて記載 されていた。また、領収書等

を徴 し難かった支出の明細書は、存在 しなかった。

3業 務 制限

TKC野 田佳彦 後援会 と私 との問 には、法第19条 の13第5項 の規定 に違

反す る事 実はない。

以 上

Lソ


